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１．コース概要
高品質なソフトウェア製品を開発する上で、その土台となる開発プロセスを整備し、プロセス面での品質を確保することが、製品の競争力に結びつき、組織の経営成果にも影響します。高品質で競争力が高い製品を開発する上で、組込みソフトウェアを開発する組織にとって開発プロセスの整備とその継続的な改善は重要な意味を持っています。
組込みソフトウェア開発のプロセスの改善は、組織/部門/プロジェクトなど、さまざまな単位で必要になります。組織/部門/プロジェクトにおいてプロセス改善の重要性を認識し、継続的にプロセス改善を促進する役割を担う人材が必要になります。
本セミナーは、組込みソフトウェア開発のプロセスモデルであるESPRを参照モデルとして、組込みソフトウェアを開発する組織/部門/プロジェクトにおけるプロセス整備やプロセス改善を促進する役割を担うトレーナーを育成することを目的にしています。本コースでは、ESPRのトレーナーがその役割を果たすために必要な基礎的なスキルの修得を目指します。
２．前提知識
　組込みソフトウェア開発でのプロセス設定に携わったことがあること
３．対象者
組込みソフトウェア開発の組織において、品質改善の推進を担っている方、教育担当者、またはプロジェクトリーダーの方
４．学習目標
　本セミナー修了後、以下のことができることを目標とします。
· 品質を確保する上で重要なポイントを指摘できる
· プロジェクトにおけるプロセス・テーラリングの評価・指導ができる

· プロセス適用後の継続的な改善活動を支援できる
５．タイムスケジュール（目安（注））
	章
	内容
	詳細
	開始時刻
	時間

	
	オリエンテーション
	アイスブレーク（自己紹介）2分間含む
	13:00
	0:05

	第1章
	講義
	ESPRトレーナーの役割
	13:05
	0:10

	第2章
	講義
	プロセス改善の進め方
	13:15
	0:25

	
	演習1
	原因分析と対応策の検討、発表（休憩10分含む）
	13:40
	2:10

	
	演習2
	改善効果と実施上の課題対応、発表（休憩10分含む）
	15:50
	1:00

	付録
	講義（第2章まとめ）
	＜付録＞プロセス改善活動の事例
プロセス改善活動におけるトレーナーの役割
	16:50
	0:10

	
	事務手続き
	質疑応答、アンケート
	17:00
	0:30


（注）学習時間は、研修の実施状況により、変更される場合があります。
７．講義内容
　第1章 ESPRトレーナーの役割
　1.1コースの位置づけ
　1.2 コースのねらいと対象者
　1.3 コース概要と学習目標
　1.4 ESPRトレーナーとしての知識・技術
第2章 プロセス改善の進め方
　2.1 プロセス改善の手法
　2.2 プロセス改善の進め方
　2.3 プロセス改善活動におけるトレーナーの役割
＜付録＞ プロセス改善活動の例
　1. ボトムアップでのプロセス改善活動の事例
　2. トップダウンでのプロセス改善活動の例
８．演習概要
　■演習1 原因分析と改善策の検討
・目的
現場で発生しているソフトウェア開発現場での課題とその改善活動を共有し、討議を通じた気付きを得ることを目的としています。また、問題点の明確化から改善案検討までの一連の過程を体験し、プロセス改善の進め方を修得します。
・概要
① 演習1-1　開発上の問題事例の共有
受講者が持ち寄ったプロジェクト事例を相互に紹介します。特に、ソフトウェア開発のプロセスに関わる部分で発生している問題を中心に、問題点やその原因（直接的なもの）に関して説明し、意見交換を通じて、他社の状況や自社の特徴など、気付きを得ます。
② 演習1-2　問題に対する改善策の検討
演習1-1で紹介した問題の中から、各人で問題点を一つ選択します。その問題に関して、なぜなぜ分析により原因分析を行ない、現状のプロセスの課題に行き当たるまで検討し、プロセス上の課題に対する具体的な改善策を検討します。

個人で検討した改善策に対し、グループ内の他のメンバーからの意見を参考として、自己の原因分析や対応策の見直しを行います。
【演習の流れ】

■演習2　改善効果と実施上の課題・対応策
・目的
演習1で検討した対応策に対し、その適用効果の把握方法と、実際に改善を適用する際に想定される課題に対する対応策を検討し、現場が実行可能な改善策に仕立て上げます。
・概要
まず、演習1で策定した改善策の効果を定量的に測定する手段を検討します。改善策を実施した場合、考えられる効果の指標を設定し、その指標を測定する方法を検討します。効果を測定するにあたり、現場ではその情報を収集するための負担が増えるため、測定する指標と測定方法（データの収集方法）の検討は注意が必要です。
次に、改善策、効果測定指標および効果測定方法を基に、現場で実際に運用（適用）した場合に新たに発生することが想定される課題とその対応策を検討します。最終的には、現場でも受け入れが可能な改善策と測定方法にブラッシュアップします。


「WS01 問題記入シート」


・QCDの観点からのプロジェクトで発生した問題点と直接的な原因





演習1-2


問題に対する改善策の検討


（問題解決手法の適用）





「WS02 問題解決シート」


・真の原因（なぜなぜ分析による原因分析）


・真因に対する改善策の検討





事前課題シート


・プロジェクトで発生した品質問題（プロセスに関わる案件）


・問題点





演習1-1


開発上の問題事例の共有








演習2


改善効果と運用上の課題・対応策








「WS02 問題解決シート」


・効果とその測定方法


・運用上の課題（障害）とその対応策
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